
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

項目

末端農業水利施設
の整備延長

中山間地域での農
道等の整備延長

1,485,173 1,539,787

39,013

20㎞ 105km 達成

達成15㎞ 2㎞ 17.1km

84km

7km

「第７次長野県土地改良長期計画」
　　・末端農業水利施設の整備延長 20㎞ （212㎞，50.5％）［420㎞］
　　・中山間地域での農道等の整備延長 2㎞ （27㎞，49.1％）［55㎞］
    ※[　]内は～H27累加，進捗率 、 （　）内はH29目標

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況1,104,099

24,192 55,207 35,827

合計 1,485,173 916,239

H28

（当初） （決算） （当初）

1,539,787

成果目標の達成状況

事業番号 09 05 16 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 団体営土地改良事業（公共【生産基盤、農道】） 担
当
課

部局 農政部

課・室 農地整備課

２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 S26 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

国庫補助を有効活用しながら実施することが効果的である。
土地改良法、農山漁村地域整備交付金交付要綱、土地改良事業等補助金交付要綱等

総合５か年
計画
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施策の総合的展開
１－３　夢に挑戦する農業

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

市町村等が事業主体として行う、かんがい排水施設整備、農道整備、総合的な生産基盤整備等に対して助成を行う。
　　「第２期長野県食と農業農村振興計画」における期間内整備目標（H25～H29）
　　・農業用水の安定供給及び排水機能が確保される農地面積 20,000ha

・市町村等が管理するかんがい排水施設や農道には、未整備のものや更新時期を迎えた施設が多数存在する。
・農業施設の適切な維持管理の観点から計画的な整備が必要であり、市町村及び土地改良区からの補助要望は多い。

1,334,886 833,168 1,392,065

団体営土地改良総合整備事業 補助金 生産基盤等の整備への補助（4地区） 126,095 27,864 111,895

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27

合計（A) 2,067,591

団体営農道整備事業 補助金 農道の整備への補助（1地区）

1,578,800
107㎞

27年度 28年度

374,248 41,512

当初予算 639,881

補正予算 224,224 -252,492 -547,223

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

成果目標・
事業内容

団体営かんがい排水事業 補助金

農業用用排水施設の補修、補強、更新への補助
（12地区）
農業用水を活用した小水力発電施設の建設支援
（3地区）
ため池の小規模改修（７箇所）

Aの
財源

1,225,855 979,462

概　算
人件費

14.20 14.20 14.20

117,264

1,668,829 1,180,143 916,239

1,051,808 794,151 1,372,176

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・平成28年度は、事業実施計画等に基づき必要な予算を確保し、計画的な執行に努める。
　生産性の向上や維持管理費の節減による農業経営の安定化のため、引き続き市町村等が行う農業生産基盤の整備を計画的に支援し
ていく。

目標に対
する成果
の状況

・かんがい排水施設、農道、総合的な生産基盤の整備等への補助を行うことにより、施設の機能が確保された。

 概算事業費（B（A）+C） 1,786,093 1,180,143 1,033,758 1,578,800

117,264 117,519

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 1,203,486

1,889,710

177,881 174,047 185,311 206,624

0

0 0 0 0


